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こ
の
海
岸
保
全
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
、
平
成

十
三
年
度
は
レ
ン
ズ
礁
の
効
果
を
検
討
す
る
た
め
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
、
レ
ン
ズ
礁
の
概
略
設
計
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
レ
ン
ズ
礁
は
海
岸
保
全
施
設
と
し
て
の
実
績
が
ほ

と
ん
ど
な
い
構
造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
水
理
模
型
実
験
に
よ
る
技
術
検
証
が

必
要
と
な
る
た
め
、
水
理
模
型
実
験
を
行
う
際
の
レ
ン
ズ
礁

形
状
の
選
定
（
レ
ン
ズ
礁
、
突
堤
付
レ
ン
ズ
礁
の
２
形
状
）
、

及
び
模
型
実
験
ス
ペ
ッ
ク
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

◇
こ
れ
ま
で
の
経
緯  

平
成
十
一
年
度
に
開
催
さ
れ
た
「
茅
ヶ

崎
の
浜
辺
づ
く
り
懇
話
会
」
で
は
、
茅
ヶ

崎
中
海
岸
に
お
け
る
課
題
に
対
す
る
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
懇
話
会
を
受
け
、
住
民
か
ら
発
言

さ
れ
た
課
題
の
解
決
、
対
処
方
法
、
中
海

岸
の
侵
食
対
策
等
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

る
た
め
、
平
成
十
二
年
度
に
「
茅
ヶ
崎
の

浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
協
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

〜
海
岸
保
全
施
設
コ
ン
セ
プ
ト
〜 

①

 

中
海
岸
を
侵
食
か
ら
防
護
す
る 

②

 

安
全
で
快
適
な
利
用
が
可
能
で
あ
る 

③

 

環
境
に
や
さ
し
い 

④

 

茅
ヶ
崎
ら
し
い
景
観
を
創
出
す
る 

⑤

 

海
に
向
か
っ
て
緩
勾
配
で
な
だ
ら
か

 

NO.1 

 

今
年
度
は
選
定
し
た
レ
ン
ズ
礁
の
水
理
模
型
実
験
を
行

い
、
そ
の
解
析
結
果
に
基
づ
い
て
、
レ
ン
ズ
礁
の
海
岸
保
全

施
設
と
し
て
の
技
術
検
証
を
行
い
、
防
護
・
利
用
・
環
境
の

面
か
ら
茅
ヶ
崎
海
岸
に
お
け
る
最
適
な
海
岸
保
全
施
設
の
検

討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
開
催
し
ま
す
。 

◇
技
術
検
討
会
の
目
的 

 

「
協
議
会
」
は
学
識
経
験
者
・
地
元
住
民
の
方
々
、
各
団

体
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
海
岸
保
全
施
設
の
防
護

面
・
利
用
面
・
景
観
面
・
環
境
面
・
安
全
性
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
結
果
、
左
の
５
項
目
が
海
岸
保
全
施
設

の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
満
た
す
構
造

物
と
し
て
レ
ン
ズ
礁
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。 

年
末
の
押
し
迫
る
平
成
十
四
年
十
二
月

二
十
六
日
（
木
）、
湘
南
な
ぎ
さ
事
務
所
一

階
会
議
室
に
お
い
て
、
第
一
回
茅
ヶ
崎
の
浜

辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
技
術
検
討
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
技
術
検
討
会
は
、
横
浜
国
立
大
学

の
柴
山
知
也
教
授
を
座
長
、
日
本
大
学
の

近
藤
健
雄
教
授
と
杉
田
治
男
教
授
を
副
座

長
と
し
、
茅
ヶ
崎
市
、
神
奈
川
県
の
代
表

委
員
六
名
と
、
湘
南
な
ぎ
さ
事
務
所
を
は

じ
め
と
す
る
事
務
局
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

今
回
は
、
初
回
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

委
員
各
員
の
自
己
紹
介
も
兼
ね
て
、
こ
れ

ま
で
の
検
討
結
果
、
今
年
度
の
水
理
模
型

実
験
中
間
報
告
に
対
し
、
意
見
交
換
が
行

 

第
一
回 
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
技
術
検
討
会
開
催 

!! 

 

第
一
回
技
術
検
討
会
は
左
記
の
ス
ケ
ジ

 

◇
第
一
回
技
術
検
討
会
の
な
が
れ 

第一回技術検討会 

平成 14 年 12 月 26 日 

（13：30～16：00） 
 

１．開会挨拶 
２．座長紹介と挨拶 
３．委員自己紹介 
４．資料説明 
５．意見交換 
６．今後のスケジュール 
７．閉会 

◇
今
年
度
作
業
の
な
が
れ 

 

今
年
度
の
作
業
は
、
平
面
水
槽
で
、
固

定
床
実
験
（
波
高
の
減
衰
効
果
と
波
向
き

を
把
握
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

構
築
の
基
礎
と
す
る
。
）
、
移
動
床
実
験
（
ス

ケ
ー
ル
百
分
の
一
の
実
験
を
行
い
、
傾
向

を
把
握
し
、
次
年
度
実
験
の
参
考
と
す

る
。
）
を
行
い
、
実
験
結
果
に
基
づ
い
て
、

技
術
検
討
会
で
、
防
護
・
利
用
・
環
境
の

面
か
ら
、
海
岸
保
全
施
設
の
検
討
を
行
い

ま
す
。 

今
年
度
作
業
の
な
が
れ 

固
定
床
実
験 地

形
・
模
型
製
作 

← 

模
型
な
し
造
波
・
計
測 

← 

レ
ン
ズ
礁
造
波
・
計
測 

（
突
堤
あ
り
・
な
し
） 

← 

実
験
デ
ー
タ
解
析 

地
形
製
作
（
砂
敷
設
） 

← 

模
型
な
し
造
波
・
計
測 

← 

レ
ン
ズ
礁
造
波
・
計
測 

（
突
堤
あ
り
・
な
し
） 

← 

実
験
デ
ー
タ
解
析 

移
動
床
実
験 シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
と
の
比
較 

← 

新
規
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
構
築 

← 

構
造
物
の
配
置
・
規
模
の
検
討 

← 

次
年
度
模
型
実
験
ス
ペ
ッ
ク
検
討 

第
一
回
技
術
検
討
会 第

二
回
技
術
検
討
会 茅

ヶ
崎
海
岸
の
現
況 ・

侵
食
状
況
の
把
握 

 

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯 

・
過
年
度
調
査
結
果 

 

保
全
施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能 

・
利
用
面
か
ら 

・
環
境
面
か
ら 

・
防
護
面
か
ら 

 

水
理
模
型
実
験
中
間
報
告 

・
固
定
床
実
験
結
果 

 

今
後
の
調
査
内
容 第

一
回
技
術
検
討
会
の
課
題
整
理 

 

模
型
実
験
結
果
報
告 ・

固
定
床
・
移
動
床 

 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
比
較
検
討 

・
構
造
物
の
配
置
検
討 

（
離
岸
距
離
） 

・
構
造
物
規
模
の
検
討 

（
幅
・
高
さ
） 

 

保
全
効
果
の
検
討 ・

堆
砂
効
果
の
検
討 

 

次
年
度
調
査
内
容
の
確
認 

第一回技術検討会の様子 

 

横
断
幕
前
列
左
か
ら
日
本
大
学
近
藤
教

授
、
横
浜
国
立
大
学
柴
山
教
授
、
日
本
大

学
杉
田
教
授
で
す
。 

 

資
料
説
明
で
は
、
写
真
左
側
に
あ
る
ス

ク
リ
ー
ン
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

て
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
第
一
回
技
術
検
討
会
の
様
子 
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NO.２ 
浜風 通信 第 9 号  平成 15 年 2 月 

第
一
回 
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
技
術
検
討
会
開
催 

!! 

◇
水
理
模
型
実
験
中
間
報
告 

今
年
度
は
平
面
水
槽
で
水
理
模
型
実

験
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
数

値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。 

ま
ず
、
固
定
床
実
験
に
よ
り
、
構
造
物

設
置
に
よ
る
、
波
浪
の
挙
動
（
波
高
の
減

衰
効
果
、
波
向
き
）
を
確
認
し
、
そ
の
後
、

次
年
度
の
実
験
に
向
け
、
移
動
床
実
験
に

て
、
漂
砂
（
砂
の
移
動
）
の
傾
向
を
把
握

し
ま
す
が
、
今
回
は
固
定
床
実
験
の
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。 

 

実
験
施
設
、
及
び
実
験
の
状
況
を
写
真
と
共
に
、
次

に
示
し
ま
す
。 

◇
水
理
模
型
実
験
の
状
況 

 

写
真
右
側
が
平
面
実
験

水
槽
で
、
こ
の
中
で
、
茅
ヶ

崎
中
海
岸
を
百
分
の
一
ス

ケ
ー
ル
で
再
現
し
、
波
高

や
、
流
速
の
測
定
を
行
い
ま

す
。 

 

写
真
左
側
は
造
波
装
置

で
、
八
枚
の
造
波
板
を
前
後

さ
せ
る
こ
と
で
、
茅
ヶ
崎
中

海
岸
に
来
襲
す
る
波
を
百

分
の
一
ス
ケ
ー
ル
で
再
現

し
ま
す
。 

 

実
験
対
象
波
浪
は
、
フ
ル

ー
ド
則
に
よ
り
、
下
表
の
と

お
り
、
設
定
し
ま
し
た
。 

 

波
高
の
計
測
箇
所
は
次
の
様
に
大
き
く
三
箇
所
に
分

け
ま
し
た
。 

部
…
実
験
の
対
象
波
が
再
現
さ
れ
て
い
る
か
の

確
認
を
行
い
ま
す
。 

部
…
構
造
物
前
面
の
波
高
を
計
測
し
、
構
造
物

に
よ
る
反
射
の
影
響
を
確
認
し
ま
す
。 

部
…
構
造
物
背
後
の
波
高
を
計
測
し
、
構
造
物

に
よ
る
波
高
の
減
衰
効
果
を
確
認
し
ま
す
。 

 

波
高
計
測
箇
所
を
左
の
平
面
図
に
示
し
ま
す
。 

○
波
高
計
測
位
置 

 

○
実
験
の
様
子 

レ
ン
ズ
礁 

・

年
数
回
来
襲
波 

年
数
回
来
襲
波
は
、
レ
ン
ズ
礁
の
上
で
砕
波
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

レ
ン
ズ
礁
通
過
後
の
波
は
、
レ
ン
ズ
に
沿
っ
て
中
央

部
に
集
ま
り
ま
し
た
。 

・

５
０
年
確
率
波 

５
０
年
確
率
波
は
、
砕
波
後
に
レ
ン
ズ
礁
を
通
過
す

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

レ
ン
ズ
礁
通
過
後
の
波
は
、
レ
ン
ズ
を
乗
り
越
え
て

背
後
で
重
合
し
ま
し
た
。 

 

突堤付（50 年確率波） 

 

突堤付（年数回来襲波） 

 

平面実験水槽 

縦(岸沖方向)13m×横(沿岸方向)9m 

  

造波装置 

造波能力：周期 0.5～4.0 秒 
     最大波高 15cm 程度 
     適用水深 10～35cm 

  
換算沖波波高 

H0’ 

周期 

T 

波長 

L 

年数回来襲波 2.00 (m) 12.0 (s) 165.9 (m) 
現地 

50 年確率波 9.51 (m) 15.6 (s) 227.2 (m) 

年数回来襲波 2.00 (cm) 1.20 (s) 1.66 (cm) 
1/100 

50 年確率波 9.51 (cm) 1.56 (s) 2.27 (cm) 

  レンズ礁（年数回来襲波） 

  レンズ礁（50 年確率波） 

◇
波
高
の
減
衰
効
果 

 

左
図
は
年
数
回
来
襲
波
と
５
０
年
確
率
波
に

つ
い
て
、
構
造
物
前
面
と
背
後
の
波
高
を
、
レ

ン
ズ
礁
、
突
堤
付
レ
ン
ズ
礁
の
二
形
状
で
比
較

し
た
も
の
で
す
。 

構
造
物
前
面･･･

両
ケ
ー
ス
共
、
同
一
形
状
の
模

型
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
差
は
あ
ま
り

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

構
造
物
背
後･･･
年
数
回
来
襲
波
で
は
中
心
部

に
近
づ
く
程
、
構
造
物
設
置
に
よ
る
波
高
の
減

衰
効
果
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
５
０
年

確
率
波
で
は
、
突
堤
の
あ
る
場
合
は
、
な
い
時

に
比
べ
、
波
高
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

50年確率波（背後）

0

1

2

3

-250 -200 -150 -100 -50 0 50 100 150 200 250

計測箇所（cm）

波
高
（
c
m
）

レンズ礁

突堤付

f 点 g 点 h 点 i 点 j 点 k 点 l 点 

年数回来襲波（背後）

0

1

2

3

-250 -200 -150 -100 -50 0 50 100 150 200 250

計測箇所（cm）

波
高
（
c
m
）

レンズ礁

突堤付

f 点 g 点 h 点 i点 j 点 k 点 l 点 

 

年数回来襲波（前面）

0

1

2

3
4

5

6

7

8

9

-150 -100 -50 0 50 100 150

計測箇所（cm）

波
高
（
c
m
）

レンズ礁

突堤付

b 点 c 点 d 点 

50年確率波（前面）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

-150 -100 -50 0 50 100 150

計測箇所（cm）

波
高
（
c
m
）

レンズ礁

突堤付

b 点 c点 d 点 

突
堤
付
レ
ン
ズ
礁 

・

年
数
回
来
襲
波 

年
数
回
来
襲
波
は
、
前
面
の
レ
ン
ズ
部
で
砕

波
し
ま
し
た
。 

レ
ン
ズ
部
を
通
過
後
の
波
は
、
突
堤
に
沿
っ

て
汀
線
ま
で
辿
り
着
き
ま
し
た
。 

・

５
０
年
確
率
波 

５
０
年
確
率

波
は
、
砕
波
後

に
レ
ン
ズ
部

を
通
過
し
ま

し
た
。
レ
ン
ズ

部
通
過
後
の

波
は
、
突
堤
上

で
重
合
し
ま

し
た
。 
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一
九
七
八
年
十
月 

日
本
大
学
専
任
講
師 

一
九
八
一
年
十
月 

日
本
大
学
助
教
授 

一
九
九
五
年
四
月 

日
本
大
学
教
授 

専
門
分
野 

○
企
画
創
造
工
学 

 
 

○
地
域
活
性
化
計
画 

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画 

○
沿
岸
域
計
画 

主
な
著
書 

・
環
境
創
造
を
め
ざ
す
２
１
世
紀
の
海
洋
開
発
（
単
著
） 

【
清
文
社
】 

・
建
築
用
語
辞
典 

第
二
版
（
編
著
） 

【
技
報
堂
出
版
】 

・
海
洋
環
境
創
造
事
典
（
編
著
） 

【
沿
岸
域
研
究
所
】 

〜
副
座
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜 

職
歴 

こんどう たけお 

近藤 健雄 教授 

              

一
九
八
六
年
三
月 

東
京
大
学
助
教
授 

一
九
八
七
年
四
月 

横
浜
国
立
大
学
助
教
授 

一
九
九
七
年
八
月 

横
浜
国
立
大
学
教
授 

専
門
分
野 

○
水
工
学
（
海
岸
工
学
） 

○
国
際
開
発
工
学
・
建
設
シ
ス
テ
ム
論 

主
な
著
書 

・
海
岸
環
境
工
学
（
共
著
） 【

東
京
大
学
出
版
会
】 

・
建
設
社
会
学
―
土
木
技
術
者
・
開
発
技
術
者
の

た
め
の
社
会
学
入
門
―
（
単
著
） 

【
山
海
堂
】 

・
建
設
技
術
者
の
倫
理
と
実
践
（
単
著
） 【

丸
善
】 

 

職
歴 

しばやま ともや 

柴山 知也 教授 

              

一
九
八
四
年
四
月 

日
本
大
学
専
任
講
師 

一
九
九
一
年
四
月 

日
本
大
学
助
教
授 

一
九
九
九
年
四
月 

日
本
大
学
教
授 

 

専
門
分
野 

○
海
洋
資
源
育
成
環
境
学 

○
海
洋
微
生
物
学 

主
な
著
書 

・
生
態
環
境
科
学
概
論
（
共
著
） 

【
講
談
社
】 

・
水
産
養
殖
と
ゼ
ロ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
（
共
著
） 

【
恒
星
社
厚
生
閣
】 

・
海
洋
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
た
め
の
微
生
物
実

験
法
（
編
著
） 

【
恒
星
社
厚
生
閣
】  

〜
副
座
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜 

職
歴 

すぎた   はるお 

杉田 治男 教授 

茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
技
術
検
討
会
座
長
、
副
座
長
の
ご
紹
介 

第
一
回 
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
技
術
検
討
会
開
催 

!! 

◇
委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見 

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
保
全
施
設
に
も
と

め
ら
れ
る
機
能
（
防
護
・
利
用
・
環
境
）
、

及
び
前
述
し
た
水
理
模
型
実
験
の
結
果

を
踏
ま
え
た
資
料
を
基
に
、
委
員
の
方
々

は
約
一
時
間
程
度
討
議
を
行
い
ま
し
た
。 

事
務
局
資
料
説
明
後
に
行
わ
れ
た
意

見
交
換
で
発
言
さ
れ
た
、
委
員
の
方
々
の

ご
意
見
、
ご
討
議
を
、
一
部
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

①
中
海
岸
の
現
況
に
つ
い
て 

・
中
海
岸
に
は
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
強 

力
な
集
砂
能
力
が
あ
り
、
周
囲
の
砂
を
集
め
た
結
果
と 

し
て
中
海
岸
辺
り
の
海
岸
は
砂
が
戻
っ
て
き
た
。 

・
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
効
果
が
強
力
で
あ
る
た
め
、
今
度
は 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
同
等
か
そ
れ
以
上
の
強
力
な
力
学
的
対 

策
を
し
な
い
と
海
岸
線
が
も
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

②
水
理
模
型
実
験
に
つ
い
て 

・
砕
波
の
部
分
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
現
地
の
状
況
を 

示
し
て
い
な
い 

・
沖
の
方
で
砕
け
た
波
に
関
し
て
は
レ
ン
ズ
礁
の
効
果
は 

少
し
落
ち
る
の
で
は
な
い
か
。 

・
砕
波
し
て
い
な
け
れ
ば
、
レ
ン
ズ
礁
は
か
な
り
の
屈
折 

の
効
果
が
期
待
で
き
る
。 

・
５
０
年
確
率
波
の
様
な
砕
波
し
た
後
の
波
が
押
し
寄
せ 

て
く
る
現
象
に
関
し
て
は
、
も
う
少
し
検
討
し
た
方
が 

良
い
。 

・
も
う
少
し
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
移
動
床
実
験
を
行
い
、 

背
後
の
波
が
集
ま
る
部
分
に
つ
い
て
、
洗
掘
が
起
き
な 

い
か
、
ど
う
い
う
現
象
が
起
こ
る
の
か
、
確
認
す
る
必 

 

③
レ
ン
ズ
礁
採
用
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て 

・
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
き
た
中
で
、
最
終
的
に
ヘ
ッ
ド 

ラ
ン
ド
案
、
レ
ン
ズ
礁
案
、
人
工
リ
ー
フ
・
離
岸
提 

案
、
サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
案
と
４
案
に
絞
込
み
、
保
全 

効
果
、
建
設
費
用
、
利
用
面
、
安
全
面
、
維
持
管
理 

費
等
の
項
目
別
に
得
点
を
付
け
、
協
議
会
の
委
員
の

方
々
に
投
票
し
て
頂
い
た
結
果
、
レ
ン
ズ
礁
が
選
ば

れ
ま
し
た
。 

・
構
造
物
を
造
る
か
、
造
ら
な
い
か
は
大
き
な
違
い
で

あ
る
し
、
こ
れ
ま
で
の
懇
話
会
、
協
議
会
の
意
見
で

は
、
造
ら
な
い
で
欲
し
い
と
い
う
意
見
も
根
強
く
あ

る
の
で
、
そ
の
方
達
に
も
十
分
納
得
し
て
頂
け
る
構

造
物
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

④
レ
ン
ズ
礁
の
形
状
に
つ
い
て 

・
レ
ン
ズ
１
５
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
２
８
０
メ
ー
ト
ル
、

そ
れ
か
ら
勾
配
に
つ
い
て
も
８
分
の
１
か
ら
１
２

分
の
１
ま
で
３
パ
タ
ー
ン
づ
つ
い
ろ
い
ろ
検
討
し
、

最
終
的
に
は
同
じ
容
積
で
検
討
し
た
場
合
の
集
波

範
囲
の
比
較
を
行
っ
て
、
レ
ン
ズ
礁
の
影
響
範
囲
が

広
け
れ
ば
、
堆
砂
効
果
が
あ
る
と
考
え
、
レ
ン
ズ
礁

の
幅
、
離
岸
距
離
を
決
定
し
ま
し
た
。 

・
レ
ン
ズ
礁
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
中
で
上

部
を
利
用
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
し
て
、
上

部
を
利
用
す
る
に
は
、
当
然
突
堤
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
レ
ン
ズ
礁
単
独
の
場
合
も
、
同
じ
レ
ベ
ル
で

比
較
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
部
は
、
ロ
ー

ウ
ォ
ー
タ
ー
、
あ
る
い
は
、
プ
ラ
ス
１
メ
ー
ト
ル
程

度
に
抑
え
て
、
上
部
を
水
面
か
ら
出
す
と
い
う
考
え

方
を
し
て
お
り
ま
す
。 

・
住
民
の
方
々
は
、
人
工
構
造
物
が
出
来
た
ら
、
こ
の

上
に
上
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
景
色
を
見
た
い
と
い
う

要
望
が
強
か
っ
た
で
す
。 

⑤
藻
場
に
つ
い
て 

・
茅
ヶ
崎
の
こ
の
海
岸
で
ア
マ
モ
場
（
藻
場
）

を
造
成
す
る
事
が
可
能
か
ど
う
か
。 

・
ア
マ
モ
場
の
場
合
に
は
そ
こ
が
産
卵
場
に

な
り
、
そ
こ
で
生
産
が
行
わ
れ
る
と
い
う

意
味
で
、
出
来
る
様
で
あ
れ
ば
メ
リ
ッ
ト

は
高
い
が
、
今
の
様
に
侵
食
さ
れ
て
い
る

状
況
で
は
無
理
な
の
で
、
時
間
を
掛
け
て

取
り
組
ん
で
行
く
考
え
方
を
し
な
い
と
無

理
か
も
し
れ
な
い
。 

⑥
ベ
ン
ト
ス
調
査
に
つ
い
て 

・
砂
浜
の
場
合
、
０
．
１
ミ
リ
か
ら
１
ミ
リ 

位
の
メ
イ
オ
ベ
ン
ト
ス
が
量
的
に
は
多
い

と
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

辺
を
含
め
て
や
る
必
要
が
あ
る
。 

・
現
実
的
に
は
非
常
に
侵
食
さ
れ
て
い
る
中

で
の
調
査
で
あ
り
、
レ
ン
ズ
礁
を
造
っ
て
、

状
況
が
変
わ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
訳

で
、
相
模
湾
の
他
の
砂
浜
で
理
想
の
場
所

の
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
近
づ
け
て
い
く

と
い
う
様
な
調
査
、
今
後
の
デ
ー
タ
づ
く

り
の
調
査
と
考
え
た
方
が
良
い
。 

⑦
水
産
協
調
型
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て 

・
漁
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
漁
業
が

違
っ
て
、
網
漁
業
、
一
本
釣
り
、
地
引
網

等
、
同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
た
場
合
で

も
、
漁
業
形
態
に
よ
っ
て
意
見
が
変
わ
っ

て
く
る
の
で
、
漁
業
者
と
の
話
し
合
い
が

必
要
で
あ
る
。 

と
、
様
々
な
角
度
か
ら
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
こ
の
技
術
検
討
会
の
座
長
、
副

座
長
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 


